
精巧な
切り絵アート

自分のイラストを
刺しゅうに

わんちゃんシリーズのイラスト。
亀吉の商品のラベルに使われる
こともあります

HIROさん

ご存じでしたか？MAMMA MIAでは、カラフルで

ポップな色使いのアートから、やさしく素朴な雰囲気

の雑貨、手作りアクセサリーまで、障害をもつ利用者

さんが作るアート作品や雑貨が数多く並べられています。

なかでも中心となって展示、販売されているのは

HIROさんの作品です。自閉症をもつHIROさん、

アート制作が得意で手先が器用。このスペースでは、

オリジナルのイラスト、切り絵、またイラストを

使ったキーホルダーやバッグなどの雑貨が販売さ

れています。今回は、そんな素敵なアート作品が

どうして創り出されているのか、HIROさんの世界

に迫りたいと思います。

MAMMA MIAはケーキやお菓子、お弁当などを

作って販売している店舗ですが

障害をもつ方々の、さまざまな表現に出会える

場でもあります。お気軽にお立ち寄りください！

営業時間：月～土（祝含）9:00-14:00
NPO法人シニアライフセラピー研究所

〒251-0037 神奈川県藤沢市鵠沼海岸7-20-21 0466-34-8550 📩 info@tanemaki.fun

輝 ひとく
亀吉の

最近のヒロさんは…

訪問介護メイケアのヘルパー、川畑さんと
一緒に歩いて亀吉に通います
雨の日も風の日も！

さをり織りで作品制作中

シニアライフセラピー研究所より

亀吉で輝く「そのひと」に

スポットをあて、

皆様にご紹介します―

今回の輝くひとは…

石川裕行さん

アート作品の一部をご紹介

アートイラスト
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1歳違いの姉がいる弟として35年前、藤沢で誕生しました。寝返り、はいはい、
つたい歩きも問題なく、とにかくよく笑う普通の赤ちゃんでした。変わったのは1
歳になる少し前位から、急に笑顔がなくなり声がけした時の反応も以前と変わり、
耳が聞こえなくなってしまったのかと、医者につれていったのが始まりでした。
それからは些細な音でパニックになったり、昼夜逆転の睡眠障害、破壊行動や外

に出て行方不明になる事も度々ありました。そんな日々の繰り返しで小中と特別支
援学級で過ごし、藤沢養護学校の高等部を卒業後、地域の作業所に7年間通ってい
ましたが、こだわり行動が酷くなり8年前から家の中だけで過ごす様になりました。

― つらいこと、楽しいことは何ですか？
息子の訳のわからないこだわり行動です。家中の電気をつけたり消したり、掃除

機やドライヤー、テレビ、パソコン、電子レンジ、エアコンや空気清浄機のオンオ
フを一日中繰り返します。
季節や日によっても異なりますが、酷い日は一日中、またそれが何日も何ヵ月も

続くこともあります。行動は妄想的でそれを理解してやれない事、手助けしてあげ
ることもできない事がつらいです。
楽しいことは、裕行を介して、いろんな人達と交流ができることです。

― ご両親が今抱いている思いを聞かせてください。
重度知的障がい自閉症の息子は今後も一人で生活していく

ことはできないでしょう、必ず誰かの手を借りなくてはなり
ません。
私達ももう60歳を過ぎました。将来、私達家族がいなく

なっても、変わらず元気でいられる様に、変わらず生活がで
きる場所をみつけてやらなくてはいけないと思っています。

― お母様ご自身が今後、やりたいことはありますか？.
以前はお世話になっている施設やお祭り等で、沖縄音楽と

エイサー太鼓を披露していましたが、息子が家に居るように
なって活動ができなくなってしまいました。いつかまた復活
したいとずっと思っていましたが、もう10年近くたってし
まいました。エイサー太鼓は結構ハードな演舞なので、年齢
的にもうなかなか難しいですね。

― これからに向けて、今、生活上で工夫していることは
ありますか？

ずっと自宅の中だけで生活しているので、なるべくヘル
パーさん等の手を借りて(将来のことを考えて)親と離れる
時間を作ること。また、家の中でも作業や運動ができる環
境づくりもしています。

― 亀吉を利用するようになって、前進してきたことは何ですか？
絵を描いたり、切り絵や刺繍、織物などなど、作品を作ることで役割を与えてい

ただき、目的のある生活が出来るようになりました。

さまざまなアート手法を使って、独自の世界を表現し続けているHIRO（裕行さん）。
お母様に、生い立ちや子どもの頃のこと、つらいことや楽しいこと、裕行さんの
亀吉での活動、これからのことについてお話を伺いました。

― 裕行さんの生い立ちと、今までのことを教えてください。

― 最後に、読者の皆さんへのメッセージを
お願いします。

HIRO's  WORLD(ヒロの世界)の動物達の絵や切り絵、
イラストの入ったランチバッグ等々、"マンマミーア"にて
販売しています。これからはヒロが織った、さをり織りの
ランチョンマットやペンケース、メガネケース等も作って
いきたいと思っていますので、みなさんぜひマンマミーア
に遊びに来て下さい！！

HIRO’s WORLD（ヒロの世界）ができるまで 障がいが分かった後の親子教室で言われた、本人にはとにかくたくさんの経験を！との言葉で、家族や
ボランティアさんと共にいろいろなところに行き、それは多くの経験をしてきました。ローラーブレー
ド、スケート、北海道でスキー、沖縄の海でシュノーケル、キャンプ、アスレチック、牧場で馬のえさ
やり、マラソン、登山、カラオケ、地引網、太鼓…マラソンや太鼓などももちろん、本人だけに体験さ
せるのではなく、いつも一緒に経験してきました。

幼い頃。よく笑い活発

ボランティアさんとスケート。
ほかにも一緒に経験し、
兄弟のように過ごしました

ローラーブレードでいい走り 北海道へ家族でスキー

沖縄から離島へ、小型飛行機で 山登り 沖縄のシーサー工房

父とテントの設営をします

太鼓の練習

成人式。両親と

家族でキャンプ 和太鼓を打ちました

マラソン観戦

マラソンに出場して一緒に完走

エイサー太鼓をレクチャー


